
～輸入飼料に頼らない、足腰の強い畜産経営を目指して～

SDGs×北陵新時代



はじめに



新型コロナウイルス禍の
影響による物流の混乱

ロシアの
ウクライナ侵攻

急速に進んだ円安

牛の餌の価格が
高騰‼

飼料の見直しを実施

枝肉の単価は
変わらず…



肥育和牛の餌の給与状況

肥育配

稲わら

ほぼ輸入飼料多

少

肥育期間で食べる量
(餌代)

肥育配
約5.3ｔ

(¥450,000)

稲わら
約0.7ｔ

(¥21,000)



飼料の見直し

肥育配
10㎏

５㎏

５㎏
安価な国産飼料に置き換え

＋α ㎏

TDNとCPが充足するように
大豆粕飼料で補う



日本製紙との共同研究

昨年、日本製紙と共同で木材チップを利用した
高消化セルロースであるクラフトパルプ給与に
関する研究を実施。輸入飼料の代替えにしようと
考えた。

SDGsへの取り組みにもつながる



ソフトグレインサイレージ
(SGS)

・嗜好性が良い

・消化スピードが速い
・安価

クラフトパルプ(KP)
・嗜好性が悪い
・繊維質
・消化率が高い
・消化スピードが緩やか

ルーメン(胃)内のｐHが低下

ルーメンアシドーシスや鼓張症などの
消化器疾患をひきおこす

TMR(混合飼料)にすることで解決⁉

加水破砕処理し発酵させた飼料米



KPとSGSの混合



北陵ミックス完成 北陵ミックス給与



実施報告



北陵ミックスを給与していない
対象区(1頭)

北陵ミックスを給与した
試験区(1頭)

・糞洗い (1回/２か月)
・採血(1回/２か月)
・体重測定(１回/月)

２頭を比較



糞洗い(１回/2か月)

1.5ｍｍ

３ｍｍ

4.7ｍｍ上段

中段

下段

上段のふるいに残ったものを
チェック
・残渣物、未消化物の割合
・消化されず大腸で過剰発酵
した時に出る粘液（ムチン）



糞の採取

糞洗い



上段
７％

中段
８％

下段
８5％

11％ 5％ ８4％

〈１回目〉
2022.7月



上段
ムチンはほぼない

上段
ムチンがみられる

〈１回目〉



〈２回目〉
2022.10月

上段
５％

中段
９％

下段
８６％

27％ 18％ 55％



上段
ムチンはほぼない

上段
ムチンがみられる

〈２回目〉



採血(１回/2か月)
実施項目
・総蛋白
・アルブミン(BCG)
・A/G比(BCG)
・AST(GOT)
・総コレステロール
・リン脂質
・遊離脂肪酸
・尿素窒素
・ビタミンA
・総ケトン体
・アセト酢酸
・3-ヒドロキシ酪酸



採血結果

１回目 ２回目

試験区 124 156

対照区 115 183
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試験区 61 71

対照区 69 284
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試験区 0.07 0.05

対照区 0.12 0.07

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

遊離脂肪酸



体重測定(推定尺)

体重測定(１回/月)
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まとめ



糞洗い
未消化、ムチンの割合に差が見られ、
試験区の牛の割合が少なく、飼料効率が良い。

採血
対照区の肝機能(AST)が上昇していたが、総コレステロー
ル、遊離脂肪酸の値は正常。

体重
対照区、試験区ともに大きな差はなく順調




